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　夏
の
土
用
の
頃
に
、海
岸

に
打
ち
寄
せ
る
大
波
を「
土

用
波
」と
言
い
ま
す
。土
用

は
、陰
暦
で
立
春
、立
夏
、立

秋
、立
冬
の
前
各
18
日
間
を

言
い
ま
す
が
、土
用
と
聞
く

と「
土
用
丑
の
日
の
鰻
」と

連
想
す
る
方
が
多
い
で

し
ょ
う
。し
か
し
、夏
の
土

用
に
怖
い
と
す
る
土
用
波

は
7
月
の
半
ば
か
ら
8
月

の
初
旬
の
台
風
に
よ
っ
て

打
ち
寄
せ
る
大
き
な
波
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。さ
ら
に

昔
、台
風
を
野
分
と
呼
ん
で

い
た
頃
、野
分
に
よ
る
大
波

も
土
用
波
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。先
日
、西
日
本
を

襲
っ
た
豪
雨
。被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。海
の

レ
ジ
ャ
ー
に
良
い
季
節
、い

つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
ら

な
い
土
用
波
に
も
是
非
ご

注
意
く
だ
さ
い
ま
せ
。ゆ

う
こ

福原 秀伸さん（紅葉ヶ丘東在住）

春日市バレーボール協会　副会長
ふく はら    ひで  のぶ

きかせて！ あなたの未来
vol.4

市民の皆さんにお聞きします

かすがの
写真募集
します

　シーキャッツの監督やコーチには元全日本
選手の経験を持った方を招き、メンバーは仕事
を終えた足で練習場に向かい、練習後、遠方の
子は1時間半くらいかけて帰途に就きます。土
日は試合のため遠征にも参加します。社会人ス
ポーツは時間と費用の工面が大変です(笑)

どんな活動をしていますか？

　私は長く春日に住んで春日の子どもたちの
教育に関わる仕事をしています。そのキャリア
を生かして女子バレーボールチーム「シー
キャッツ」のＧＭに就任しました。市民の皆さ
まにチームのことをもっと知っていただきた
い、そんな思いで応募しました。

表紙写真応募のきっかけは？

　女子のプロバレーボールチームは九州にな
く、シーキャッツは春日市をホームグラウンド
として誕生しました。春日市民が誇れるプロス
ポーツチームとして成長できるよう精進して
いきますので、どうか市民の皆さまの応援を心
からお願い申し上げます。

春日市のここに期待しています

今回は、表紙写真に春日市を拠点に活動する
「福岡春日シーキャッツ」の練習風景を応募いた
だいた、春日市バレーボール協会副会長にお話
をお伺いします。ご応募ありがとうございました。

ゼネラルマネージャー

福岡春日シーキャッツの皆さん

月 日 午後火10 16 時7
開催日時

ふれあい文化センター　旧館2階大会議室

月 日 午後水10 17 時7
春日北小学校　きたっぴぃホール
※当日は、委員会報告と意見交換を行います。また、委員会報告は2会場とも同じ内容の予定です。

意見交換では、
小グループに分かれ、
参加者の皆さんが
お話ししやすいように

行います。

どなた
でも参加
できます

２回とも
全議員
参加します

入退場
自由です

議会報告会を開催します
議員と語ろう
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議 案 審 議6月
定例会 ６月８日～６月25日（18日間）

委員会付託議案：総務文教13件、市民厚生12件、地域建設7件

地域共生社会
看護小規模多機能型居宅介護

全員賛成

可決

全員賛成

可決

インターネットで録画配信しています 検索春日市議会

定例会での質疑のうち２～６ページで
主な議案についてご紹介します

教職員の負担軽減を目的に
市内６中学校に部活動指導員設置

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
一般会計補正予算（第2号） 部活動指導員報酬
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
一般会計補正予算（第2号） 部活動指導員報酬

問
教職員の負担軽減を中心に考えている。1
名ではあるが、どれだけ軽減できるか検
証し今後の対応を検討したい。また、専
門性については、市や学校において研修
を行いながら高めていきたい。

部活動には専門性が必要だが、各校 1名
で全般的に対応できるのか。

答

問
有床の診療所が 9件で、法人格を持たな
いものは、そのうち3件と把握している。

条例改正後に看護小規模多機能型居宅介護
の対象となる病床を有する診療所の状況は。

答

任期満了に伴い
現監査委員を再任

監査委員の選任監査委員の選任

総務文教
委員会

市民厚生
委員会

　平成 29年 4月、学校教育法施行規則の改正
により、部活動の指導体制の充実と教職員の
負担軽減を目的に、制度が追加された。
　現在、各中学校の部活動には教職員が担う
顧問、技術的指導・支援を行うボランティア
外部指導者が配置されているが、そこに部活
動指導員が顧問の一人として加わる。

介護保険制度改正で　在宅介護の推進と
共生型サービスの創設　

指定地域密着型サービス等の事業の人員、
設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正
指定地域密着型サービス等の事業の人員、
設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正

　国の地域共生社会の実現に向けた取り組み
の一環として、高齢者と障がい児者とが同一
の事業所でサービスを受けやすくなるよう、
国において事業所の指定などの基準が見直さ
れた。
　また、在宅介護の推進に向け、看護小規模
多機能型居宅介護に関し、法人格を持たない
有床の診療所について、事業所の指定申請が
できるよう要件が緩和された。

部活動指導員とは
業務　部活動の技術指導に加え、用具施設の点検や管理、　
　　　事故発生時の現場対応が校長監督の下で可能となる。
報酬　日額　4800円　他に旅費などあり

問

問

1 校 1名では教師の負担軽減にならない
のでは。国の部活動のあり方に関するガ
イドラインに沿った負担軽減について協
議しているのか。
1名分ではあるが負担軽減が図られるか
検証したい。本市の部活動の方針も週2
日の完全休養など国の方針に沿った形で
形成を考えている。

23名の外部指導者から部活動指導員を
各校 1名ずつ選任するが、その基準や方
法は不平が出ないようにすべきでは。
学校長が指導力などを総合的に判断し教
育委員会に内申する。校長会でも選定す
る際には慎重かつ納得が行くような方法
を取るよう指導する。

答

問 今後ニーズは増えてくるのか。

看護小規模多機能型居宅介護と共生型
サービスはいずれも今後ニーズが高まっ
てくる。さらに、国は地域共生社会の実
現に向けて、障がい児者と高齢者とが同
じ事業所でサービスを受けやすくなるよ
うにと共生型サービスを位置付けており、
当然ニーズは増えていくという見込みで、
制度改革が行われている。

答

答

■01
■02
■03
■04
■05
■06
■07
■08
■09
■10
■11
■12
■13
■14
■15
■16
■17
■18
■19
■20
■21
■22
■23
■24
■25
■26
■27
■28
■29
■30
■31
■32
■33
■34
■35
■36
■37
■38
■39
■40
■41
■42
■43

このようなことが可能に
　本来は 65歳になると障がい福祉サービス事
業所から介護保険サービス事業所に変更する必
要があったが、障がい福祉サービス事業所の申
請により、制度の適用は変わるが、65歳以降
も通いなれたその事業所に通い続けることがで
きようになる。

全員賛成

同意

監査委員
地方自治法において、監査委員は全ての地
方公共団体に識見を有する者と議員から
選任すると定めている。ただし、条例で議
員のうちから監査委員を選任しないこと
ができる。

監査委員

光安 直樹 氏　　
みつ やす   なお   き

任期は平成30年8月11日から

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主
体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えつながることで、住民一人ひとりの暮らしと
生きがい、地域をともに創っていく社会

医療のニーズの高い利用者の状況に応じ
て、通い・宿泊・訪問介護と訪問看護を組み
合わせて、一体的に定額で受けられるサー
ビスで、市内に1事業所ある。

議
案
審
議

議
案
審
議
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果

一
般
質
問
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般
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白水ヶ丘東公園用地
旧ウト口中池緑地用地を視察

全員賛成

可決

検索

福岡県森林環境税とは
　福岡県は県土面積の45％を占める森林を、
「県民共有の財産」として守り育て次世代に引
き継ぐことを目的に、平成 20 年４月に森林環
境税を導入し、県民１人当たり年額 500 円を
徴収している。

▽拡大する事業　荒廃森林の整備、松くい虫
防除対策の強化、森林づくり活動の公募、
森林の重要性の情報発信
▽新たな事業　間伐実施体制の構築、森林や
木製品の展示（※）
※交付率：市町村の人口比率に応じた金額（今
後５年間毎年定額を交付予定）

　市直営の保育所として専任の特別支援コー
ディネーターの保育士が、発達に困り感のあ
る児童へ特別支援保育ＳＳＴ（ソーシャル・ ス
キル・トレーニング）を行っている。これに
より、小学校就学をスムーズな移行を目指す。

ぐち

　用地は平成 20 年に市が取得して以降、未供
用であったが、高齢者福祉施設を建設するこ
とを条件に、来年度以降公募の上、売却する
予定。あわせて、隣接する用地を白水ヶ丘東
公園に整備する。

議案審議 議案審議

採
決
に
あ
た
っ
て
の
討
論

　20年間で国民の平均年間所得は
約80万円下がった。この改定は40
歳以下の４人家族で年間所得 555
万円という決して高額所得とは言
えない世帯の負担を重くする。

反対 吉居 恭子 議員

　委員会では、平成28年10月に同センターに
関し調査を行い、その後の報告で利用者からの
「観覧席の手すりの高さが低い」との意見とこ
れに対する市の改善対応が議論となりました。

このため、同センターの観覧席の現状を現地で
再確認し、近隣の同様施設の調査の結果、早急
な対応が必要であると報告書を取りまとめ、委
員長から所管部長に送付しました。　　

総合スポーツセンター観覧席における調査報告　市民厚生委員会　　

白水小学校

白水ヶ丘東公園用地
(フェンス奥 )

高齢者福祉施設用地

も り

旧ウト口中池緑地用地
Ａ＝２,４１２㎡

白水ヶ丘東公園
Ａ＝１,１７７㎡

平成30年度税制改正
税条例等の一部改正税条例等の一部改正

問 軽減の判定所得の引上げは被保険者に
とって負担軽減になるのか。
物価上昇に伴って所得が上がった結果、
これまで受けていた軽減措置が受けられ
なくなることを避けるための改正である。

答

個人市民税：非課税基準の見直し（上限の引
上げ）

市たばこ税：加熱式たばこの税率の引上げ
固定資産税：地域決定型地方税制特例措置（わ

がまち特例）の生産性革命の実現
に向けた中小企業の一定の設備
投資に係る時限的な特例措置の
追加（3年間の税額0円）　など

平成30年度税制改正
専決処分（国保税条例の一部改正）専決処分（国保税条例の一部改正）

特別支援保育ＳＳＴを視察
管内視察（春日市立昇町保育所）管内視察（春日市立昇町保育所）

　地方税法施行令の一部改正などに伴い、課
税限度額の改定、軽減の対象となる所得の基
準を拡充する。

問 たばこ税の引上げによる税収の影響額は
どの程度見込まれるのか。
加熱式たばこは重量と小売価格を紙巻た
ばこの本数に換算する方式となるので、
今のところ影響額は見込めない。紙巻た
ばこは単純計算で 2150万円増にはなる
が、喫煙者の割合が年々減少しておりそ
のまま増収になるか分からない。

答

問 交付金が交付されるようになった経緯と
目的は。
森林の有する公益的機能の発揮と森林を
守り育てる機運の向上に向けた施策を実
施し、緑豊かな森林を次世代へ引き継ぐ
ことを目的としている。今年度から公共
施設などにおける木製品の展示という新
たな事業が追加され、県内の市町村に幅
広く交付していきたいという県の意向が
ある。

答
問 公共施設などにおける木製品の展示に交

付金が付いたということだが、今年度は
保育所が対象となっているが、来年度は
どのように考えているのか。
今年度は、市直営の須玖保育所と昇町保
育所に福岡県産木材を利用した木製ロッ
カーやおもちゃ棚の整備を予定してい
る。次年度以降も庁内の意向調査を行う
よう調整している。

答

市民厚生
委員会

地域建設
委員会 森林環境税県交付金 受け入れ

１０８万１０００円

一般会計補正予算（第2号） 森林環境税県交付金一般会計補正予算（第2号） 森林環境税県交付金

管内視察（白水ヶ丘1丁目地内）管内視察（白水ヶ丘1丁目地内）

賛成多数

承認

昇町保育所を視察する市民厚生委員会

ＳＳＴ
認知行動療法の一つで、
当事者の希望に基づい
て、対人状況に関する適
切な「ものの見方」「行動
の取り方」などの学習を
助けていく専門的な援
助方法のこと。

N

所管事務調査
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白水ヶ丘東公園用地
旧ウト口中池緑地用地を視察

全員賛成

可決

検索

福岡県森林環境税とは
　福岡県は県土面積の45％を占める森林を、
「県民共有の財産」として守り育て次世代に引
き継ぐことを目的に、平成 20 年４月に森林環
境税を導入し、県民１人当たり年額 500 円を
徴収している。

▽拡大する事業　荒廃森林の整備、松くい虫
防除対策の強化、森林づくり活動の公募、
森林の重要性の情報発信
▽新たな事業　間伐実施体制の構築、森林や
木製品の展示（※）
※交付率：市町村の人口比率に応じた金額（今
後５年間毎年定額を交付予定）

　市直営の保育所として専任の特別支援コー
ディネーターの保育士が、発達に困り感のあ
る児童へ特別支援保育ＳＳＴ（ソーシャル・ ス
キル・トレーニング）を行っている。これに
より、小学校就学をスムーズな移行を目指す。

ぐち

　用地は平成 20 年に市が取得して以降、未供
用であったが、高齢者福祉施設を建設するこ
とを条件に、来年度以降公募の上、売却する
予定。あわせて、隣接する用地を白水ヶ丘東
公園に整備する。

議案審議 議案審議

採
決
に
あ
た
っ
て
の
討
論

　20年間で国民の平均年間所得は
約80万円下がった。この改定は40
歳以下の４人家族で年間所得 555
万円という決して高額所得とは言
えない世帯の負担を重くする。

反対 吉居 恭子 議員

　委員会では、平成28年10月に同センターに
関し調査を行い、その後の報告で利用者からの
「観覧席の手すりの高さが低い」との意見とこ
れに対する市の改善対応が議論となりました。

このため、同センターの観覧席の現状を現地で
再確認し、近隣の同様施設の調査の結果、早急
な対応が必要であると報告書を取りまとめ、委
員長から所管部長に送付しました。　　

総合スポーツセンター観覧席における調査報告　市民厚生委員会　　

白水小学校

白水ヶ丘東公園用地
(フェンス奥 )

高齢者福祉施設用地

も り

旧ウト口中池緑地用地
Ａ＝２,４１２㎡

白水ヶ丘東公園
Ａ＝１,１７７㎡

平成30年度税制改正
税条例等の一部改正税条例等の一部改正

問 軽減の判定所得の引上げは被保険者に
とって負担軽減になるのか。
物価上昇に伴って所得が上がった結果、
これまで受けていた軽減措置が受けられ
なくなることを避けるための改正である。

答

個人市民税：非課税基準の見直し（上限の引
上げ）

市たばこ税：加熱式たばこの税率の引上げ
固定資産税：地域決定型地方税制特例措置（わ

がまち特例）の生産性革命の実現
に向けた中小企業の一定の設備
投資に係る時限的な特例措置の
追加（3年間の税額0円）　など

平成30年度税制改正
専決処分（国保税条例の一部改正）専決処分（国保税条例の一部改正）

特別支援保育ＳＳＴを視察
管内視察（春日市立昇町保育所）管内視察（春日市立昇町保育所）

　地方税法施行令の一部改正などに伴い、課
税限度額の改定、軽減の対象となる所得の基
準を拡充する。

問 たばこ税の引上げによる税収の影響額は
どの程度見込まれるのか。
加熱式たばこは重量と小売価格を紙巻た
ばこの本数に換算する方式となるので、
今のところ影響額は見込めない。紙巻た
ばこは単純計算で 2150万円増にはなる
が、喫煙者の割合が年々減少しておりそ
のまま増収になるか分からない。

答

問 交付金が交付されるようになった経緯と
目的は。
森林の有する公益的機能の発揮と森林を
守り育てる機運の向上に向けた施策を実
施し、緑豊かな森林を次世代へ引き継ぐ
ことを目的としている。今年度から公共
施設などにおける木製品の展示という新
たな事業が追加され、県内の市町村に幅
広く交付していきたいという県の意向が
ある。

答
問 公共施設などにおける木製品の展示に交

付金が付いたということだが、今年度は
保育所が対象となっているが、来年度は
どのように考えているのか。
今年度は、市直営の須玖保育所と昇町保
育所に福岡県産木材を利用した木製ロッ
カーやおもちゃ棚の整備を予定してい
る。次年度以降も庁内の意向調査を行う
よう調整している。

答

市民厚生
委員会

地域建設
委員会 森林環境税県交付金 受け入れ

１０８万１０００円

一般会計補正予算（第2号） 森林環境税県交付金一般会計補正予算（第2号） 森林環境税県交付金

管内視察（白水ヶ丘1丁目地内）管内視察（白水ヶ丘1丁目地内）

賛成多数

承認

昇町保育所を視察する市民厚生委員会

ＳＳＴ
認知行動療法の一つで、
当事者の希望に基づい
て、対人状況に関する適
切な「ものの見方」「行動
の取り方」などの学習を
助けていく専門的な援
助方法のこと。
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● 監査委員の選任　⇒P6参照

● 職員の自己啓発等休業に関する条例
● 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例　⇒P2~3参照

● 職員等の旅費に関する条例
● 自転車駐車場条例
● 税条例等　⇒P5参照
● 都市計画税条例
● 介護保険条例
● 指定地域密着型サービス等の事業の人員、設備及び
運営に関する基準等を定める条例　⇒P2~3参照

● 一般会計(第2号)　 ⇒P2~4、６参照

● 税条例の一部改正　　　　　　　　　
● 都市計画税条例の一部改正　　　　　
● 平成30年度一般会計補正予算(第1号)

● 専決処分(公用車による交通事故に伴う損害
賠償の額の決定)

● 平成29年度一般会計予算繰越明許費繰越計
算書

● 土地開発公社の決算及び事業計画
● 平成29年度情報公開制度及び個人情報保護
制度の運用状況

● 工事請負契約の締結(春日市立春日西中学校
屋内運動場大規模改修工事(建築主体工事))
⇒P６参照　

● 福岡都市圏の市町の図書館等を相互に他の
市町の住民の貸出利用に供することの一部
変更協議

● 福岡都市圏の市町のスポーツ施設等を相互
に他の市町の住民の利用に供することの一
部変更協議

● 西野球場の区域外設置に関する協議事項の
一部変更協議

● JR博多南駅前自転車駐車場の区域外設置に
関する協議事項の一部変更協議

● JR博多南駅南自転車駐車場の区域外設置に
関する協議事項の一部変更協議

● (仮称)博多南駅前ビルの区域外設置に関する
協議事項の一部変更協議

● 福岡都市圏広域行政推進協議会規約の一部
変更協議

● 筑紫公平委員会設置規約の一部変更協議
● 筑紫地区障害支援区分等審査会の共同設置
に関する規約の一部変更協議

● 筑紫地区介護認定審査会の共同設置に関す
る規約の一部変更協議

● 筑紫自治振興組合規約の一部変更協議
● 福岡都市圏南部環境事業組合規約の一部変
更協議

● 春日那珂川水道企業団規約の一部変更協議
● 春日・大野城・那珂川消防組合規約の一部変
更協議

● 福岡都市圏広域行政事業組合規約の一部変
更協議

● 福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
規約の変更

● 福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部
変更協議

全員賛成

可決

全員賛成

同意

●アイルランド代表チーム（世界ランク
　２位）
●敗者復活予選優勝チーム（平成 30 年
　11月頃決定予定）

滞在チーム　本市が代表2チームの公認チームキャンプ地
に内定したことを受け、県の補助金を活用し、
スポーツボランティア育成のための講座開催、
本市公認チームキャンプ地実行委員会設置の
備品などを計上する。

議案審議

問 スポーツ・ボランティア人材育成講座の
定員が30名の根拠は。
県の補助基準は30名以上であるが、新
規事業であるため30名とした。来年度
も継続して実施していきたい。

答

ラグビーワールドカップ2019
公認チームキャンプ地に決定　

一般会計補正予算（第2号） 大規模大会誘致推進事業費一般会計補正予算（第2号） 大規模大会誘致推進事業費

契約方法　一般競争入札 ( 入札後審査型条件付
　　　　　一般競争入札 ( 総合評価方式特別簡
　　　　　易型 ))
契約金額　1億 7895万 6千円
契約相手方　株式会社西村組春日支店 (須玖北 )

問 市職員で構成された低入札価格調査委員
会であるが専門家でなくとも適正に施工
されるか判断できるのか。
書類審査が中心となり書類の裏付けがあ
るかどうかが審査のポイントになるので
技術職の市職員で対応が可能である。

答
問 何度も配達日指定郵便で入札が無効と

なっているが、改善の必要があるのでは
ないか。
郵便局によって到達までの時間に差があ
ることがわかった。入札公告には、その
ことも含めて注意喚起し無効を防ぎた
い。配達日指定郵便は、透明性と公正性
が高い制度である。そのことを崩さない
程度で改善できるか検討していきたい。

答

春日西中学校体育館
老朽化により大規模改修工事

工事請負契約の締結工事請負契約の締結

総務文教
委員会

6月定例会　議案の議決結果

■ 賛否が分かれた議案

人事案件  [同　　意] その他の案件（那珂川町が市となることに伴うもの）　 [原案可決]

条例の改正 [原案可決]

平成30年度 補正予算 [原案可決]

報告案件（専決処分） [承　　認]

報告事項 [受　　理]

その他の案件（契約締結） [同　　意]

■ 全員賛成で議決した議案

※金堂清之議員（翔春会）は議長職のため、表決権はありません。
※賛成・反対討論を行った議員は網掛け　しています。
※金堂清之議員（翔春会）は議長職のため、表決権はありません。
※賛成・反対討論を行った議員は網掛け　しています。

※◎は会派代表者
※欠は欠席者
※◎は会派代表者
※欠は欠席者

（○賛成　●反対）（○賛成　●反対）

平成30年第2回（6月）定例会
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17 1 ○●○○○○○○○○○○○欠○○○○○

公明党 創政会 翔
春
会春風会 春陽会会派に所属

しない議員会派大樹みらい
春日

承認報告5 専決処分について（国民健康保険税条例の一部改正）⇒P5参照
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スポーツボランティア講座の内容は
内　容　8 月から開催予定 ( 講座 3 回とスポー
　　　　ツフェスタでの実地体験 1回 )
参加費　1人当たり 500円（受講記念品あり）
定　員　30人

今回の落札までの流れは
　入札金額と技術評価点を用い落札候補者を決
定する一般競争入札により実施した。応札業者
2 社のうち 1社が、入札手続きが指定の方法で
はなかったため無効となった。さらに、他 1 社
の入札金額が、ダンピング防止を目的に導入し
ている「調査基準価格（今回は予定価格の 87・
98％）」を下回ったため、低入札価格調査委員
会により審査し、落札者を決定した。
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● 監査委員の選任　⇒P6参照

● 職員の自己啓発等休業に関する条例
● 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例　⇒P2~3参照

● 職員等の旅費に関する条例
● 自転車駐車場条例
● 税条例等　⇒P5参照
● 都市計画税条例
● 介護保険条例
● 指定地域密着型サービス等の事業の人員、設備及び
運営に関する基準等を定める条例　⇒P2~3参照

● 一般会計(第2号)　 ⇒P2~4、６参照

● 税条例の一部改正　　　　　　　　　
● 都市計画税条例の一部改正　　　　　
● 平成30年度一般会計補正予算(第1号)

● 専決処分(公用車による交通事故に伴う損害
賠償の額の決定)

● 平成29年度一般会計予算繰越明許費繰越計
算書

● 土地開発公社の決算及び事業計画
● 平成29年度情報公開制度及び個人情報保護
制度の運用状況

● 工事請負契約の締結(春日市立春日西中学校
屋内運動場大規模改修工事(建築主体工事))
⇒P６参照　

● 福岡都市圏の市町の図書館等を相互に他の
市町の住民の貸出利用に供することの一部
変更協議

● 福岡都市圏の市町のスポーツ施設等を相互
に他の市町の住民の利用に供することの一
部変更協議

● 西野球場の区域外設置に関する協議事項の
一部変更協議

● JR博多南駅前自転車駐車場の区域外設置に
関する協議事項の一部変更協議

● JR博多南駅南自転車駐車場の区域外設置に
関する協議事項の一部変更協議

● (仮称)博多南駅前ビルの区域外設置に関する
協議事項の一部変更協議

● 福岡都市圏広域行政推進協議会規約の一部
変更協議

● 筑紫公平委員会設置規約の一部変更協議
● 筑紫地区障害支援区分等審査会の共同設置
に関する規約の一部変更協議

● 筑紫地区介護認定審査会の共同設置に関す
る規約の一部変更協議

● 筑紫自治振興組合規約の一部変更協議
● 福岡都市圏南部環境事業組合規約の一部変
更協議

● 春日那珂川水道企業団規約の一部変更協議
● 春日・大野城・那珂川消防組合規約の一部変
更協議

● 福岡都市圏広域行政事業組合規約の一部変
更協議

● 福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
規約の変更

● 福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部
変更協議

全員賛成

可決

全員賛成

同意

●アイルランド代表チーム（世界ランク
　２位）
●敗者復活予選優勝チーム（平成 30 年
　11月頃決定予定）

滞在チーム　本市が代表2チームの公認チームキャンプ地
に内定したことを受け、県の補助金を活用し、
スポーツボランティア育成のための講座開催、
本市公認チームキャンプ地実行委員会設置の
備品などを計上する。

議案審議

問 スポーツ・ボランティア人材育成講座の
定員が30名の根拠は。
県の補助基準は30名以上であるが、新
規事業であるため30名とした。来年度
も継続して実施していきたい。

答

ラグビーワールドカップ2019
公認チームキャンプ地に決定　

一般会計補正予算（第2号） 大規模大会誘致推進事業費一般会計補正予算（第2号） 大規模大会誘致推進事業費

契約方法　一般競争入札 ( 入札後審査型条件付
　　　　　一般競争入札 ( 総合評価方式特別簡
　　　　　易型 ))
契約金額　1億 7895万 6千円
契約相手方　株式会社西村組春日支店 (須玖北 )

問 市職員で構成された低入札価格調査委員
会であるが専門家でなくとも適正に施工
されるか判断できるのか。
書類審査が中心となり書類の裏付けがあ
るかどうかが審査のポイントになるので
技術職の市職員で対応が可能である。

答
問 何度も配達日指定郵便で入札が無効と

なっているが、改善の必要があるのでは
ないか。
郵便局によって到達までの時間に差があ
ることがわかった。入札公告には、その
ことも含めて注意喚起し無効を防ぎた
い。配達日指定郵便は、透明性と公正性
が高い制度である。そのことを崩さない
程度で改善できるか検討していきたい。

答

春日西中学校体育館
老朽化により大規模改修工事

工事請負契約の締結工事請負契約の締結

総務文教
委員会

6月定例会　議案の議決結果

■ 賛否が分かれた議案

人事案件  [同　　意] その他の案件（那珂川町が市となることに伴うもの）　 [原案可決]

条例の改正 [原案可決]

平成30年度 補正予算 [原案可決]

報告案件（専決処分） [承　　認]

報告事項 [受　　理]

その他の案件（契約締結） [同　　意]

■ 全員賛成で議決した議案

※金堂清之議員（翔春会）は議長職のため、表決権はありません。
※賛成・反対討論を行った議員は網掛け　しています。
※金堂清之議員（翔春会）は議長職のため、表決権はありません。
※賛成・反対討論を行った議員は網掛け　しています。

※◎は会派代表者
※欠は欠席者
※◎は会派代表者
※欠は欠席者

（○賛成　●反対）（○賛成　●反対）
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スポーツボランティア講座の内容は
内　容　8 月から開催予定 ( 講座 3 回とスポー
　　　　ツフェスタでの実地体験 1回 )
参加費　1人当たり 500円（受講記念品あり）
定　員　30人

今回の落札までの流れは
　入札金額と技術評価点を用い落札候補者を決
定する一般競争入札により実施した。応札業者
2 社のうち 1社が、入札手続きが指定の方法で
はなかったため無効となった。さらに、他 1 社
の入札金額が、ダンピング防止を目的に導入し
ている「調査基準価格（今回は予定価格の 87・
98％）」を下回ったため、低入札価格調査委員
会により審査し、落札者を決定した。

67 かすが議会だより 2018年8月15日 192号  かすが議会だより

議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議
・
議
決
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問

委
員
会
視
察
報
告

閉
会
中
の
活
動

一
般
質
問

　定
例
会
の

視
点
・
論
点
　議
会
改
革



6月定例会一般質問
14人の議員が、市政に対する一般質問を行いました。

質問項目一覧
米丸貴浩　議員

○春日市公の施設等における
「福祉のまちづくり」につい
て

松尾德晴　議員
○指定管理者制度導入後の春日
市民図書館について

西川文代　議員
○西鉄春日原駅周辺整備事業に
ついて

中原智昭　議員
○春日市スポーツ推進基本計画
における広報戦略と支援につ
いて

與國　洋　議員
○公共施設等総合管理計画につ
いて

吉居恭子　議員
○教育者としての教員の働き方改
革について

 

髙橋裕子　議員
○市民サービスの向上と行政事
務の効率化について

○AED（自動体外式除細動器）の
設置について

北田　織　議員
○執行部と議会の在り方につい
て

前田俊雄　議員
○行政経営システムにおける行
政評価の今後について

川﨑英彦　議員
○現在進行中の西鉄連続立体交
差事業と駅周辺整備事業につ
いて

岩渕　穣　議員
○窓口改善プロジェクトについ
て

 

内野明浩　議員
○ふれあい文化センターの指定
管理者制度導入について文化
振興のあり方を問う

野口明美　議員
○障がい者支援について
○公用車のドライブレコーダー
の活用について

岩切幹嘉　議員
○教育の情報化の推進について
○障がい者の芸術文化活動に対
する支援について

※会議録（冊子）およびパソコンでの
閲覧は市民図書館でもできます。

※原稿は、質問者本人の執筆による
ものです。

質問は受付順
一般質問を行いたい
場合は、質問内容を
記した一般質問通告
書を議長に提出しま
す。この受付番号が
発言順となります。

回数制と時間制
回数制は3回まで質問
できます。時間制は
質問の制限時間が40
分以内です。

各議員が決める
質問内容は、議案と
は関係なく議員個人
が決めます。市政全
般について市長の見
解を求め、市政に対
する提言を行います。

いつでもどこでも
ＱＲコード　　をスマー
トホンなどで読み取る
と、録画
映像が見
られます。

見
本

全文は市議会ウェブサイトの会議録検索システムで閲覧できます。 検索春日市議会

市施設での福祉のまちづくりの
取り組みは

市庁舎、ふれあい文化センターの点字ブ
ロックの設置管理が十分とは考えられな
いが見解を伺いたい。またユニバーサル
デザイン自動販売機の現状と設置の見解
はどうか。

問

答 市庁舎の誘導ブロックの移設は福祉部門
と協議検討する。ふれあい文化センター
の総合受付につながって
いない点字ブロックの改
修は指定管理者と協議す
る。総合公園は設置可能
な箇所について、今後ユ
ニバーサルデザイン自動
販売機への入れ替えを設
置団体にお願いする。

米丸 貴浩　議員
よねまる たかひろ

福岡春日シーキャッツとともに
春日市に夢を

春日市を本拠地とした、Ⅴリーグを目指す
女子バレーボールチーム福岡春日シー
キャッツを本市の広報戦略として利活用
し、行政と民間、市民が支援・応援する
ことで、春日市の未来に向け発信すべき
と考える。

問

答 チームの運営については、まず企業の協
賛やファンクラブの活動などを通して、
自主的・自律的に行うことを期待してい
るが、運営が軌道に乗るまでの補助金を
市が交付できる
かどうかについ
ては、検討の余
地があると考え
る。

中原 智昭　議員
なかはら　ともあき

行政活動の
見える化を求める

これまで８回にわたり、繰り返し行政評
価システムの構築を求める理由の一つが、
行政活動の見える化を図るためである。
現在、同システムの一つの形である目標
管理制度を進められているが、行政の説
明責任という目的が限定的である。今後
の考えをお尋ねしたい。

問

答 本市においては現在は限定的なものと
なっており、今後改善すべき課題である
と認識している。
いかに行政評価の
目的達成につなげ
るか、その手法を
模索している。

前田 俊雄　議員
まえ　だ　とし お

窓口改善
プロジェクトについて

市民の皆さまがより利用しやすい窓口の
実現を図ることを目的とした５つの事業
は具体的にどのようなものとなるのか。

問

答 ①各種証明書発行コーナーを設置。市民
課、税務課が交付する証明発行を一括処
理する。②マイナンバーカードを使用しコ
ンビニエンスストアで各種証明書が取得
可能になる。③転出入者が多い繁忙期に休
日開庁する。④庁舎レイアウトをプライバ
シーやストレス
軽減を目的に改
修を行う。⑤窓口
対応の基本方針
を策定する。

岩渕  穣　議員
いわぶち　ゆたか

行政活動の展開と行政評価
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6月定例会一般質問
14人の議員が、市政に対する一般質問を行いました。

質問項目一覧
米丸貴浩　議員

○春日市公の施設等における
「福祉のまちづくり」につい
て

松尾德晴　議員
○指定管理者制度導入後の春日
市民図書館について

西川文代　議員
○西鉄春日原駅周辺整備事業に
ついて

中原智昭　議員
○春日市スポーツ推進基本計画
における広報戦略と支援につ
いて

與國　洋　議員
○公共施設等総合管理計画につ
いて

吉居恭子　議員
○教育者としての教員の働き方改
革について

 

髙橋裕子　議員
○市民サービスの向上と行政事
務の効率化について

○AED（自動体外式除細動器）の
設置について

北田　織　議員
○執行部と議会の在り方につい
て

前田俊雄　議員
○行政経営システムにおける行
政評価の今後について

川﨑英彦　議員
○現在進行中の西鉄連続立体交
差事業と駅周辺整備事業につ
いて

岩渕　穣　議員
○窓口改善プロジェクトについ
て

 

内野明浩　議員
○ふれあい文化センターの指定
管理者制度導入について文化
振興のあり方を問う

野口明美　議員
○障がい者支援について
○公用車のドライブレコーダー
の活用について

岩切幹嘉　議員
○教育の情報化の推進について
○障がい者の芸術文化活動に対
する支援について

※会議録（冊子）およびパソコンでの
閲覧は市民図書館でもできます。

※原稿は、質問者本人の執筆による
ものです。

質問は受付順
一般質問を行いたい
場合は、質問内容を
記した一般質問通告
書を議長に提出しま
す。この受付番号が
発言順となります。

回数制と時間制
回数制は3回まで質問
できます。時間制は
質問の制限時間が40
分以内です。

各議員が決める
質問内容は、議案と
は関係なく議員個人
が決めます。市政全
般について市長の見
解を求め、市政に対
する提言を行います。

いつでもどこでも
ＱＲコード　　をスマー
トホンなどで読み取る
と、録画
映像が見
られます。

見
本

全文は市議会ウェブサイトの会議録検索システムで閲覧できます。 検索春日市議会

市施設での福祉のまちづくりの
取り組みは

市庁舎、ふれあい文化センターの点字ブ
ロックの設置管理が十分とは考えられな
いが見解を伺いたい。またユニバーサル
デザイン自動販売機の現状と設置の見解
はどうか。

問

答 市庁舎の誘導ブロックの移設は福祉部門
と協議検討する。ふれあい文化センター
の総合受付につながって
いない点字ブロックの改
修は指定管理者と協議す
る。総合公園は設置可能
な箇所について、今後ユ
ニバーサルデザイン自動
販売機への入れ替えを設
置団体にお願いする。

米丸 貴浩　議員
よねまる たかひろ

福岡春日シーキャッツとともに
春日市に夢を

春日市を本拠地とした、Ⅴリーグを目指す
女子バレーボールチーム福岡春日シー
キャッツを本市の広報戦略として利活用
し、行政と民間、市民が支援・応援する
ことで、春日市の未来に向け発信すべき
と考える。

問

答 チームの運営については、まず企業の協
賛やファンクラブの活動などを通して、
自主的・自律的に行うことを期待してい
るが、運営が軌道に乗るまでの補助金を
市が交付できる
かどうかについ
ては、検討の余
地があると考え
る。

中原 智昭　議員
なかはら　ともあき

行政活動の
見える化を求める

これまで８回にわたり、繰り返し行政評
価システムの構築を求める理由の一つが、
行政活動の見える化を図るためである。
現在、同システムの一つの形である目標
管理制度を進められているが、行政の説
明責任という目的が限定的である。今後
の考えをお尋ねしたい。

問

答 本市においては現在は限定的なものと
なっており、今後改善すべき課題である
と認識している。
いかに行政評価の
目的達成につなげ
るか、その手法を
模索している。

前田 俊雄　議員
まえ　だ　とし お

窓口改善
プロジェクトについて

市民の皆さまがより利用しやすい窓口の
実現を図ることを目的とした５つの事業
は具体的にどのようなものとなるのか。

問

答 ①各種証明書発行コーナーを設置。市民
課、税務課が交付する証明発行を一括処
理する。②マイナンバーカードを使用しコ
ンビニエンスストアで各種証明書が取得
可能になる。③転出入者が多い繁忙期に休
日開庁する。④庁舎レイアウトをプライバ
シーやストレス
軽減を目的に改
修を行う。⑤窓口
対応の基本方針
を策定する。

岩渕  穣　議員
いわぶち　ゆたか

行政活動の展開と行政評価
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指定管理者制度における
文化振興の在り方

春日市が後援した市民参加型のコンサー
トがふれあい文化センターにて６月３日
に開催された。本市の情報誌であるエイ・
メッセに行事案内が掲載されていなかっ
たのはなぜか。

問

答 ４月からの指定管理者制度導入において
指定管理者担当者への説明不足など掲載
の手続きについて反省すべき点があった。
今後はエイ・メッセへの掲載申込書を作
成し、掲載依頼を確実に管理徹底してい
く。市が後援と
なる行事は原則
1回は掲載する。

内野 明浩　議員
うち の   あきひろ

春日原駅周辺整備事業への
市民意見の反映は　　

当事業は本市の中心市街地を交通施設の
充実というハード面を基盤として、商業
施設の充実やゆとりと触れ合いのある美
しいまちづくりというソフト面を豊かに
していくことが最終目的であり、商店街
活性化も含め新しい玄関口づくりは、本
市の将来を決定する市民の大きな関心事
である。そこで計画策定に一般市民の声
を反映するべきと考えるが見解は。

問

答 市ウェブサイトに
て情報発信を行う
とともに、意見箱
の設置により意見
を伺う予定である。

西川 文代　議員
にしかわ  ふみ よ

自動体外式除細動器は屋外に
設置すべきでは　

公共施設に設置しているＡＥＤを24時間
使えるよう建物外に設置できないか。ま
た、24時間営業のコンビニに設置する考
えは。交番設置を県に要望してほしい。

問

答 本来、施設管理者として利用者の安全確
保を目的として設置している。しかし、
屋外の施設利用者への配慮も必要なので、
一部の施設について屋
外設置も含め今後研究
する。コンビニ設置の
効果は高いと考えるが
解決すべき課題もあり
今後研究する。交番設
置は県に要望する。

髙橋 裕子　議員
たかはし　ゆう こ

公用車のドライブレコーダーの
活用について

安全運転の意識および運転マナーの向上
を図るため、ドライブレコーダーを公用
車に設置する考えは。

問

答 平成29年度末現在、市所有の公用車は軽
四輪車51台など含め合計79台であるが
設置した車両はない。事故の抑制、事故
発生時の適切な対応や職員の安全運転意
識の向上など、導入による効果は高いと
考えられ、また、普及率の拡大で導入コ
ストも低下しているこ
とから、今後、公用車
へのドライブレコー
ダー設置に向けた検討
を進めていく。

野口 明美　議員
の ぐち　あけ み

いきいきプラザ設置の AED 春日原駅西口広場イメージ
（変更になる可能性あり）

春日原駅周辺整備事業

ふれあい文化センター　

指定管理者制度導入後の
図書館サービスは

他の市町村にはない春日市民図書館の特
徴は何か。見える形でのサービス向上を
尋ねる。

問

答 特徴は本市が誇る弥生時代の歴史的遺産
や市民が紡いできた多様な活動記録など
を知って、本市への愛着を強めてもらっ
ていること。また市民との協働による図
書館づくりである。見える形で良くなっ
た点は、施設では図書館の新サービスな
どの案内を行う電子
黒板および図書消毒
機の導入。事業では
開館時間の延長や移
動図書館たんぽぽ号
の祝日運行がある。

松尾 德晴　議員
まつ　お　 とくはる

教育者としての教員の
働き方改革について

中学教師の６割が過労死ラインというが、
春日市教職員の働き方改革の進捗状況と
成果はどうか。勤務実態把握と労務管理
のため、タイムカードや留守番電話を導
入すべきでは。

問

答 国に先行し、行事や研修、諸会議、教育
課程や部活など見直した結果、教員の多
忙感は改善。出退勤システムと留守電の
導入は検討中。

行政と市民の共通認識
が必要だが考えは。問

答 市民の理解を得ながら市と教育委員会が
連携して進め、国にも市長会を通じ要求
していく。

吉居 恭子　議員
よし  い  きょう こ

公共施設の長寿命化・
再配置計画の策定は

公共施設等総合管理計画にある施設の維
持更新の考え方、一元的な管理組織の設
定や建物面積23％削減目標について具体
的な計画の策定が不可欠であるが、その
進展状況は。

問

答 すでに詳細な劣化状況の調査を完了して
おり、今年度は建物の老朽化および活用
度を総合判定し実現性の高い再編手法を
分析・評価する。また最終年度である平
成31年度は延べ床面
積の削減量を検討す
るとともに、計画を
具体化するモデル
ケースを選定する。

與國　洋　議員
よ　くに   　よう

春日市の玄関口にふさわしい
春日原駅前へ

平成 26 年アンケート調査と平成 27年意
見箱調査から市民は、憩いの場所、にぎ
わいのある場所を望んでいる。アンケー
トの活用状況は。また進捗状況75・９％の
今だからこその要望もある。追加アンケー
トの実施と市民との合意形成についての
見解は。

問

答 市民の要望は福岡県や西鉄にも伝え、（仮
称）西鉄春日原駅周辺まちづくり会議で
協議を行う予定。今後、市民の意見を募
り合意形成を図る
かは現在検討中で
あり、関係所管と
も協議する。

川﨑 英彦　議員
かわさき　ひでひこ
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指定管理者制度における
文化振興の在り方

春日市が後援した市民参加型のコンサー
トがふれあい文化センターにて６月３日
に開催された。本市の情報誌であるエイ・
メッセに行事案内が掲載されていなかっ
たのはなぜか。

問

答 ４月からの指定管理者制度導入において
指定管理者担当者への説明不足など掲載
の手続きについて反省すべき点があった。
今後はエイ・メッセへの掲載申込書を作
成し、掲載依頼を確実に管理徹底してい
く。市が後援と
なる行事は原則
1回は掲載する。

内野 明浩　議員
うち の   あきひろ

春日原駅周辺整備事業への
市民意見の反映は　　

当事業は本市の中心市街地を交通施設の
充実というハード面を基盤として、商業
施設の充実やゆとりと触れ合いのある美
しいまちづくりというソフト面を豊かに
していくことが最終目的であり、商店街
活性化も含め新しい玄関口づくりは、本
市の将来を決定する市民の大きな関心事
である。そこで計画策定に一般市民の声
を反映するべきと考えるが見解は。

問

答 市ウェブサイトに
て情報発信を行う
とともに、意見箱
の設置により意見
を伺う予定である。

西川 文代　議員
にしかわ  ふみ よ

自動体外式除細動器は屋外に
設置すべきでは　

公共施設に設置しているＡＥＤを24時間
使えるよう建物外に設置できないか。ま
た、24時間営業のコンビニに設置する考
えは。交番設置を県に要望してほしい。

問

答 本来、施設管理者として利用者の安全確
保を目的として設置している。しかし、
屋外の施設利用者への配慮も必要なので、
一部の施設について屋
外設置も含め今後研究
する。コンビニ設置の
効果は高いと考えるが
解決すべき課題もあり
今後研究する。交番設
置は県に要望する。

髙橋 裕子　議員
たかはし　ゆう こ

公用車のドライブレコーダーの
活用について

安全運転の意識および運転マナーの向上
を図るため、ドライブレコーダーを公用
車に設置する考えは。

問

答 平成29年度末現在、市所有の公用車は軽
四輪車51台など含め合計79台であるが
設置した車両はない。事故の抑制、事故
発生時の適切な対応や職員の安全運転意
識の向上など、導入による効果は高いと
考えられ、また、普及率の拡大で導入コ
ストも低下しているこ
とから、今後、公用車
へのドライブレコー
ダー設置に向けた検討
を進めていく。

野口 明美　議員
の ぐち　あけ み

いきいきプラザ設置の AED 春日原駅西口広場イメージ
（変更になる可能性あり）

春日原駅周辺整備事業

ふれあい文化センター　

指定管理者制度導入後の
図書館サービスは

他の市町村にはない春日市民図書館の特
徴は何か。見える形でのサービス向上を
尋ねる。

問

答 特徴は本市が誇る弥生時代の歴史的遺産
や市民が紡いできた多様な活動記録など
を知って、本市への愛着を強めてもらっ
ていること。また市民との協働による図
書館づくりである。見える形で良くなっ
た点は、施設では図書館の新サービスな
どの案内を行う電子
黒板および図書消毒
機の導入。事業では
開館時間の延長や移
動図書館たんぽぽ号
の祝日運行がある。

松尾 德晴　議員
まつ　お　 とくはる

教育者としての教員の
働き方改革について

中学教師の６割が過労死ラインというが、
春日市教職員の働き方改革の進捗状況と
成果はどうか。勤務実態把握と労務管理
のため、タイムカードや留守番電話を導
入すべきでは。

問

答 国に先行し、行事や研修、諸会議、教育
課程や部活など見直した結果、教員の多
忙感は改善。出退勤システムと留守電の
導入は検討中。

行政と市民の共通認識
が必要だが考えは。問

答 市民の理解を得ながら市と教育委員会が
連携して進め、国にも市長会を通じ要求
していく。

吉居 恭子　議員
よし  い  きょう こ

公共施設の長寿命化・
再配置計画の策定は

公共施設等総合管理計画にある施設の維
持更新の考え方、一元的な管理組織の設
定や建物面積23％削減目標について具体
的な計画の策定が不可欠であるが、その
進展状況は。

問

答 すでに詳細な劣化状況の調査を完了して
おり、今年度は建物の老朽化および活用
度を総合判定し実現性の高い再編手法を
分析・評価する。また最終年度である平
成31年度は延べ床面
積の削減量を検討す
るとともに、計画を
具体化するモデル
ケースを選定する。

與國　洋　議員
よ　くに   　よう

春日市の玄関口にふさわしい
春日原駅前へ

平成 26 年アンケート調査と平成 27年意
見箱調査から市民は、憩いの場所、にぎ
わいのある場所を望んでいる。アンケー
トの活用状況は。また進捗状況75・９％の
今だからこその要望もある。追加アンケー
トの実施と市民との合意形成についての
見解は。

問

答 市民の要望は福岡県や西鉄にも伝え、（仮
称）西鉄春日原駅周辺まちづくり会議で
協議を行う予定。今後、市民の意見を募
り合意形成を図る
かは現在検討中で
あり、関係所管と
も協議する。

川﨑 英彦　議員
かわさき　ひでひこ
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障がい者の芸術・文化活動の
支援の考え方は

障がい者の芸術・文化活動は、本人の生
活を豊かにするとともに、市民にも障が
いに対する理解と認識が深まっていくと
思う。文化活動の大事な発信になる企画
展などを含めた発表の場などの支援をお
願いしたい。

問

答 障がい者が、芸術・文化活動を広く市民
に発表し、その活動を通じて社会参加が
できるようになることは非常に重要なこ
とである。幅広く関係団体の活動にも参
加できるよう
な環境を整
え、さらなる
支援の推進に
努めていく。

　地方自治法の改正により、監査体制の
強化を図るために監査体制の見直しが行
われ、これまで必置義務とされていた議
員選出の監査委員を条例で定めることに
よって、選任しなくてもよいことになっ
た。
　法改正の趣旨を踏まえ、監査の実効性
確保の在り方、監査の独立性、専門性の
在り方や監査委員と議会の監視機能にお
ける役割分担の観点と、市政の全般を把
握している議員選出の監査委員が必要と
の声や監査委員は執行部の役職であり、
二元代表制の原則に矛盾があるとの指摘
もあり、今後は他自治体の状況を見極め
ながら検討していく。

　本市が公認チームキャンプ地の内定を
受けて、専任職員を配置し、実行委員会
が発足し、スポーツ・ボランティア人材
育成講座を開設する。
　議会も市民も含め、国際感覚を養うた
めに、誘致国の母国語や習慣などを学ぶ
など、市が一体となった協力体制を確立
することが急がれる。

岩切 幹嘉　議員
いわきり   みきよし

執行部と議会の
在り方の考えは

一般質問における2回目以降の答弁を視聴
者にも分かりやすくするため、自席で行
うよう2度に渡り申し入れをしたが、拒否
の理由と議事整理権の見解は。

問

答 拒否したわけではない。議員と正面から
向き合い回答するのが議会への礼儀。時
間短縮の視点より充実した答弁が最優先
で、真摯に答える
ために間を置く必
要もある。議会で
決めて通達でも指
示でもあれば、そ
の方向で考えない
といけないと思う。

北田　織　議員
きた だ　　のぼる

定例会の視点・論点定例会の視点・論点 議会運営委員会が６月定例会での
議論になった内容をお知らせします。
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取
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、
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月
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市
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予
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す
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で
、
ぜ
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覧
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。
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会
と
し
て
市
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の
皆
さ
ま
の
意

見
を
聞
く
こ
と
を「
広
聴
」と
言
い
ま

す
。春
日
市
議
会
で
は
、本
年
３
月

に
議
会
基
本
条
例
を
改
正
し
、広
報

広
聴
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の「
広
聴
」の
取
り
組
み
と
し
て
、

本
会
議
を
傍
聴
さ
れ
た
方
に「
傍
聴

ア
ン
ケ
ー
ト
」を
お
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し
、頂
い
た

ご
意
見
は
、議
会
運
営
委
員
会
で
協

議
し
、傍
聴
の
受
付
方
法
の
変
更
な

ど
こ
れ
ま
で
議
会
運
営
に
反
映
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、６
月
定
例
会
か
ら
市
議
会

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、毎

年
行
う「
議
会
評
価
」に
お
い
て
、そ

の
結
果
や
意
見
も
参
考
に
評
価
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。な
お
、「
市

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
」は
、市
議
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
も
、議
会
報
告
会
や
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
て
、「
広
聴
」に
努

め
て
い
き
ま
す
。

「
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日
市
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会

議
案
を
事
前
に
確
認
で
き
ま
す

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
！

議会改革の取り組みが評価されました
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敬老の日敬老の日

振替休日振替休日秋分
の日
秋分
の日

※日程は都合により変更になることがあります。

　市議会の定例会や委員会では、市民の皆さ
んのこれからの生活に直接関わる大切な議案
などについて議員が質疑を行い、慎重に審議、
決定しています。傍聴をご希望の方は、市役
所１階議会事務局までお越しください。

　６月26日、市民厚生委員が障がいを持
つ方の家族でつくる「手をつなぐ育成会」
の皆さんと今年で6回目の懇談を行いま
した。親亡きあとの生活支援体制、災害
時の対応など
のご意見があ
り、今後委員
会で考えてい
きます。

　５月30日、全国市議会議長会定期総会
が開催され、長年の議員活動を通して、
地方自治の発展と市政
の振興に貢献した功績
に対し表彰が行われま
した。本市議会からは、
勤続15年以上として、
竹下尚志議員が受章し
ました。 

議会を傍聴しませんか

福祉団体との懇談を行いました

全国市議会議長会表彰
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本
市
の
約
１
０
０
倍
の
面
積
を

誇
る
北
海
道
釧
路
市
で
は
、
平
成

22
年
よ
り
人
口
推
移
と
将
来
予

測
、
財
政
の
現
状
と
課
題
、
建
物

の
築
年
別
状
況
、
施
設
評
価
を
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
見
直
し

な
ど
を
行
い
、
先
進
的
な
公
有
資

産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
さ
れ
て

い
た
。
本
市
に
お
い
て
も
大
変
参

考
に
な
る
視
察
内
容
で
あ
っ
た
。

　
資
生
館
小
学
校
は
、
相
互
交
流・

開
放・
環
境・
安
全
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
掲
げ
、
保
育
園
・
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
学
校
が
一
緒
に
な
っ

た
複
合
施
設
で
あ
る
。
平
成
14
年
か

ら
着
工
し
、
早
い
段
階
に
現
在
の

未
来
状
況
を
予
測
し
、
実
施
さ
れ

て
い
る
の
は
、
大
変
驚
い
た
。
将

来
の
本
市
に
お
い
て
も
、
必
要
な

内
容
で
あ
っ
た
。

　「
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
分
の
将
来
に
希
望
を
持

て
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。」
と

い
う
基
本
理
念
の
下
、
教
育
に
よ

る
学
力
保
障
や
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
学
び
の
環
境
整
備
や
居

場
所
づ
く
り
、
健
康
・
生
活
に
お

い
て
の
支
援
な
ど
、
積
極
的
な
子

ど
も
貧
困
対
策
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
墨
田
区
の
重
症
心
身
障
害
者
へ

の
支
援
は
、
訪
問
事
業
・
介
護
者

支
援
事
業
・
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
に
看
護
師

を
派
遣
し
看
護
技
術
や
療
育
相
談

を
行
う
訪
問
事
業
の
支
給
期
間
は

原
則
１
年
以
内
で
、
支
援
目
標
の

達
成
度
を
評
価
し
事
業
終
了
を
判

断
す
る
。
そ
の
後
は
民
間
サ
ー
ビ

ス
へ
移
行
さ
れ
る
方
が
多
い
。

　
幼
児
期
の
教
育
と
小
学
校
教
育

の
円
滑
な
接
続
を
図
る「
み
な
と

き
っ
ず
な
び
」。学
校
や
保
育
所
な

ど
現
場
の
合
同
研
修
会
や
勉
強
会

を
定
期
的
に
開
催
、年
長
児
が
学
校

を
訪
れ
体
験
交
流
す
る
機
会
な
ど

を
設
け
る
こ
と
で
、お
互
い
入
学
前

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
見
識
が
高
ま

る
効
果
が
あ
る
。本
市
の
小
１
問
題

解
決
へ
向
け
た
施
策
と
思
わ
れ
る
。

　
圏
域
ご
と
の
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

と
数
を
調
査
し
、
地
域
の
課
題
や

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
把
握
分
析
。

現
状
評
価
と
予
後
予
測
を
行
う
生

活
行
為
評
価
票
を
活
用
し
た
地
域

ケ
ア
会
議
が
的
確
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
展
開
し
、
政
策
機
能
の

核
と
な
っ
て
い
る
。

 

な
お
、
各
調
査
内
容
は
委
員
会
で

執
行
部
に
報
告
済
。

　
狭
隘
道
路
の
整
備
は
、
災
害
時
、

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
に
も
必
要

で
あ
る
。
33
年
度
ま
で
に
７・
３
％

の
整
備
目
標
を
掲
げ
、
用
地
内
の

撤
去
、
移
設
に
係
る
工
事
費
の
一

部
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

担
当
の
係
を
設
置
、
４
名
の
職
員

体
制
で
推
進
し
、
広
報
活
動
に
も

力
を
入
れ
、
効
果
が
出
て
い
る
参

考
に
す
べ
き
点
が
多
々
あ
っ
た
。

　
路
上
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
ま
た
防

災
な
ど
の
観
点
か
ら
も
電
柱
類
の

地
中
化
の
必
要
性
は
あ
る
も
の
の
、

経
費
お
よ
び
住
民
理
解
が
課
題
で

あ
る
。整
備
方
針
の
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定
の
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め
に
、
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の
中
に
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が
入
り
、
地
域

と
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政
が
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を
か
け
て
、
市
の

主
導
で
は
な
く
住
民
主
体
の
下
に

事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
注
目
す
べ
き
点
で
あ
っ
た
。

　
当
初
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４
名
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
現
在
は
４
０
０
名

以
上
の
体
制
。
保
健
所
と
の
協
力

に
よ
り
少
し
ず
つ
理
解
者
が
増
え

る
中
、捨
て
猫
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止
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、

野
良
猫
に
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
す

る
な
ど
の
活
動
で
、
町
中
の
歩
道

に
フ
ン
が
な
い
な
ど
の
効
果
が
表

れ
て
い
る
。
長
期
の
取
り
組
み
が

確
実
に
効
果
を
生
ん
で
い
た
。
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０
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築
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、
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Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
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よ
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な
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行
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先
進
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公
有
資

産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
さ
れ
て

い
た
。
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に
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察
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あ
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た
。
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掲
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れ
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の
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驚
い
た
。
将

来
の
本
市
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お
い
て
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必
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内
容
で
あ
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た
。
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て
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連

携
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環
境
整
備
や
居
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所
づ
く
り
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健
康
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生
活
に
お

い
て
の
支
援
な
ど
、
積
極
的
な
子

ど
も
貧
困
対
策
が
行
わ
れ
て
い
た
。
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へ
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介
護
者

支
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入
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が
実

施
さ
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師
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派
遣
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看
護
技
術
や
療
育
相
談

を
行
う
訪
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事
業
の
支
給
期
間
は

原
則
１
年
以
内
で
、
支
援
目
標
の

達
成
度
を
評
価
し
事
業
終
了
を
判

断
す
る
。
そ
の
後
は
民
間
サ
ー
ビ

ス
へ
移
行
さ
れ
る
方
が
多
い
。
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児
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小
学
校
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み
な
と

き
っ
ず
な
び
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校
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育
所
な
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を
定
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催
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学
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ど
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高
ま
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効
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あ
る
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小
１
問
題

解
決
へ
向
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策
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思
わ
れ
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。
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の
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ー
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議
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的
確
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
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展
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し
、
政
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能
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核
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な
っ
て
い
る
。
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狭
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３
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　夏
の
土
用
の
頃
に
、海
岸

に
打
ち
寄
せ
る
大
波
を「
土

用
波
」と
言
い
ま
す
。土
用

は
、陰
暦
で
立
春
、立
夏
、立

秋
、立
冬
の
前
各
18
日
間
を

言
い
ま
す
が
、土
用
と
聞
く

と「
土
用
丑
の
日
の
鰻
」と

連
想
す
る
方
が
多
い
で

し
ょ
う
。し
か
し
、夏
の
土

用
に
怖
い
と
す
る
土
用
波

は
7
月
の
半
ば
か
ら
8
月

の
初
旬
の
台
風
に
よ
っ
て

打
ち
寄
せ
る
大
き
な
波
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。さ
ら
に

昔
、台
風
を
野
分
と
呼
ん
で

い
た
頃
、野
分
に
よ
る
大
波

も
土
用
波
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。先
日
、西
日
本
を

襲
っ
た
豪
雨
。被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。海
の

レ
ジ
ャ
ー
に
良
い
季
節
、い

つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
ら

な
い
土
用
波
に
も
是
非
ご

注
意
く
だ
さ
い
ま
せ
。ゆ

う
こ

福原 秀伸さん（紅葉ヶ丘東在住）

春日市バレーボール協会　副会長
ふく はら    ひで  のぶ

きかせて！ あなたの未来
vol.4

市民の皆さんにお聞きします

かすがの
写真募集
します

　シーキャッツの監督やコーチには元全日本
選手の経験を持った方を招き、メンバーは仕事
を終えた足で練習場に向かい、練習後、遠方の
子は1時間半くらいかけて帰途に就きます。土
日は試合のため遠征にも参加します。社会人ス
ポーツは時間と費用の工面が大変です(笑)

どんな活動をしていますか？

　私は長く春日に住んで春日の子どもたちの
教育に関わる仕事をしています。そのキャリア
を生かして女子バレーボールチーム「シー
キャッツ」のＧＭに就任しました。市民の皆さ
まにチームのことをもっと知っていただきた
い、そんな思いで応募しました。

表紙写真応募のきっかけは？

　女子のプロバレーボールチームは九州にな
く、シーキャッツは春日市をホームグラウンド
として誕生しました。春日市民が誇れるプロス
ポーツチームとして成長できるよう精進して
いきますので、どうか市民の皆さまの応援を心
からお願い申し上げます。

春日市のここに期待しています

今回は、表紙写真に春日市を拠点に活動する
「福岡春日シーキャッツ」の練習風景を応募いた
だいた、春日市バレーボール協会副会長にお話
をお伺いします。ご応募ありがとうございました。

ゼネラルマネージャー

福岡春日シーキャッツの皆さん

月 日 午後火10 16 時7
開催日時

ふれあい文化センター　旧館2階大会議室

月 日 午後水10 17 時7
春日北小学校　きたっぴぃホール
※当日は、委員会報告と意見交換を行います。また、委員会報告は2会場とも同じ内容の予定です。

意見交換では、
小グループに分かれ、
参加者の皆さんが
お話ししやすいように

行います。

どなた
でも参加
できます

２回とも
全議員
参加します

入退場
自由です

議会報告会を開催します
議員と語ろう
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